
 

公 共 施 設 巡 回 町 民 バ ス 

① 公 共 交 通 に つ い て 

鉄道 ・ バス ・ デマンド交通 ・ タクシー ・ 乗用車 

 

・地方での車社会の浸透により公共交通の利用が低迷 

・利用者の減少から路線や便数が減少、利便性が低下しさらに利用者が減るとの 

悪循環に 

・高齢化の進行により免許返納者も増加、公共交通の需要はますます高まる  

公共交通に求められる役割 

 

 

【出典 国土交通省】 

笠松町第５次総合計画より 

 

 

公共交通と高齢化社会 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通                            個別移動 

 

まちの賑わい創出や健康増進 

地域住民の移動手段の確保 人の交流の活性化 

コンパクトシティの実現 

公共交通体系の充実  

主な取り組み ①地域を結ぶ公共交通網の充実 

・巡回町民バスの利用促進 ・効率的で利便性の高い巡回町民バス路線の整備 

 

< 資料１ > 
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② 公 共 施 設 巡 回 町 民 バ ス の 沿 革 と 概 要 
 

平成 5 年 8 月 公共施設巡回町民バス試行運行開始（4 回/日） 

平成 6 年 5 月 10人乗りワゴン導入 

平成 7 年 5 月 2台によるコース運行開始（12便/日） 

平成 11 年 8月 マイクロバス導入 

平成 15 年 3月 運行継続のため「運行協力募金箱」を設置 

平成 17 年 10月 巡回バス運行形態変更（1乗車 100 円の有償運行） 

リフト付きバス導入 

平成 21 年 4月 平日の最終便を１８時台に変更（1 時間延長） 

平成 26 年 10月 新型車両（低床バス）２台導入 

平成 30 年 12月 乗車人員 200万人達成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1号車・2号車は「かさまつ応援寄附金（ふるさと納税）」を活用して購入しました 

運行形態 自家用車の有償運送 （道路運送法第７９条） 

運行区間 下門間 ⇄ 役場 ⇄ 米野高瀬 

門間線（下門間行き）・米野線（米野高瀬行き）の２系統 

時  刻 ７時２０分～１９時１０分（毎時２０分発） 

運  休 年末年始（１２月２９日～１月３日） 

バス仕様 ①３３人乗り小型ノンステップバス ２台 

②３６人乗りリフト付きバス    １台 

ダ イ ヤ １２便／１日（平日・土曜日）・６便／１日（日曜日・祝日） 

時  間 １便あたり５０分 
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年度別乗車人数                                              (人) 

 

 

 

 

 

 

停留所ごとの１か月あたり乗降客数                            (人) 

下門間発 米野高瀬行 米野高瀬発 下門間行 

乗車数上位 降車数上位 乗車数上位 降車数上位 

名鉄笠松駅 840 名鉄笠松駅 1,058 名鉄笠松駅 917 名鉄笠松駅 1,079 

こども館前 607 中野郵便局前 231 中野郵便局前 306 こども館前 547 

田 代 284 総合会館 215 総合会館 252 田 代 270 

松枝小学校前 200 
スポーツ 

交流館 
188 米野 228 松枝小学校前 167 

北及西 194 米野 188 
スポーツ 

交流館 
224 北及西 120 

平成３０年度運行経費の財源内訳 

                                                           (万円) 

 

 

 

 

 

 

停留所数 ３８ヶ所 半径３００ｍ 圏内に停留所設置 

運  賃 １人１乗車１００円  回数券（１１枚１,０００円） 

（小学校就学前は無料・重度障がい者使用料免除制度有） 

※６５歳以上の免許返納者免除制度新設（Ｒ元/１０月～） 

129,740 

133,001 

104,851 

100,714 

86,524 

77,090 

75,908 

75,501 

76,501 

78,297 

75,413 

74,096 

70,867 

74,082 

77,467 

78,777 

79,443 

82,246 

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

有償運行で大幅に減少したが 

近年は増加傾向に 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町負担額 運賃収入 県補助金 

広告料 
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無料運行 

募金箱設置 

有 償 運 行 

 

７７０ 31０ 

5０ 

97０ 

運行経費 約 2,１００ 



 

③ ア ン ケ ー ト 結 果 

路線変更や料金の検討する資料として昨年７月から９月に実施し、1,646件の回答をいただきました 

 

④ 抱 え る 課 題  

 

 

 朝や雨天時の道路混雑、厳しい運行ダイヤ  バス停からお店までの距離、買い物難民対策 

 

 

 

 交通空白への対応と1時間 1運行の維持     利用者の増加、ネーミングライツなどの導入 

⑤ 公 共 施 設 巡 回 町 民 バ ス の 今 後 

現在、検討を行っている事項 

 

 

 

 

 

バスを利用して 

いますか 

ＹＥＳ:６０％(922 人) うち高齢者ＹＥＳ:７４％(269 人) 

ＮＯ :４０％(606人)   〃   ＮＯ :２６％( 95人) 

希望する 

バス停場所 

１.病院（917人）   ３.スーパー（737人） 

２.駅 （766人）   ４.公共施設（736人）など 

希望使用料 
１.ワンコインで一律:７７％（1,266人）  

２.距離による   : ８％（ 125人） 

希望運行本数 
１.時間帯に応じて:４６％（755人）  

２.１時間に１本 :３６％（590人）  

始発便と最終便の充実 買い物に便利なバスの増便 

病院へ行きやすい路線の見直し 近隣市町との連携 
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安 全 性 の 確 保 

路線の変更と利便性 

買い物ニーズへの対応 

継続可能な収益性 


